
幼小連携教育に関する先行的な取組
（平成１２年度以降の概況）

○研究開発学校の指定を受けた幼小連携教育に関する取組の数 （※）

↑上記取組に参加している団体の数

地方公共団体数・・・ ７
国立大学法人数・・・１４
学校法人数・・・・・・・ １

合 計 ・・・・・・・２２

（例）
奈良県大和郡山市、大阪府千早赤阪（ちはや
あかさか）村、国立大学法人お茶の水大学、国
立大学法人兵庫教育大学 など

取組数 ・・・ ２２

※ 既に指定期間の終了したものも含む。

○取組例 ～奈良県大和郡山市の取組～

【研究課題】

・幼小接続期における系統性を重視した教育課程の編成、指導方法・指導体制の
工夫・改善

・幼稚園からの楽しい英語学習

小３～小６

５歳児～小２

３歳児～４歳児

シニアコース

ジュニアコース

プライマリーコース 英語遊び

小１～小２向け新教科（「ことば」、「かず」、「はっけん」、
「ひょうげん」、「うんどう」）

（「プレスタディ」における学習内容との接続を意識）

５歳児向け「プレスタディ」の時間
（遊びを通した学習を実施）

５歳児と小１による合同授業
（毎週５時間程度）

「キッズイングリッシュ」の時間
（英語学習を実施)
シニアコース・・・毎日１５分
ジュニアコース・・・毎日１０分
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